
 

10  

昭
和
四
十
四
年
七
月
十
九
日
提
出 

質

問

第

一

〇

号 

  

右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

最
高
検
察
庁
検
事
河
井
信
太
郎
に
対
す
る
検
察
官
適
格
審
査
会
の
審
査
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

昭
和
四
十
四
年
七
月
十
九
日 

衆 

議 

院 

議 

長 

松 
田 
竹 

千 

代 

殿 

 

提 

出 

者 
 

池 

田 

正 

之 

輔 

 

一 

 



 

し
か
る
に
、
八
箇
月
余
を
経
過
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
日
な
お
な
ん
ら
の
審
査
に
付
さ
れ
な
い
の
み

な
ら
ず
、
当
然
な
す
べ
き
調
査
も
な
ん
ら
の
手
続
さ
え
な
さ
れ
ず
今
日
ま
で
放
置
さ
れ
て
き
た
。 

か
く
の
ご
と
き
こ
と
は
、
な
ん
ら
か
の
政
治
的
圧
力
か
、
法
務
省
内
部
の
勢
力
関
係
か
ら
故
意
に
本
件
審
査
を

引
き
の
ば
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
は
誠
に
遺
憾
に
堪
え
な
い
。 

本
員
は
、
昭
和
四
十
三
年
十
二
月
四
日
、
最
高
検
察
庁
検
事
、
河
井
信
太
郎
を
「
検
察
官
の
職
務
権
限
を
乱
用

し
、
著
し
く
人
権
を
じ
ゆ
う
り
ん
し
、
極
度
に
国
民
の
検
察
に
対
す
る
不
信
感
と
疑
惑
を
い
だ
か
し
め
、
検
察
官

と
し
て
許
し
が
た
い
か
ず
か
ず
の
行
為
で
あ
つ
た
」（
別
紙
証
拠
書
類
添
付
）
事
実
を
指
摘
し
て
、
同
検
事
の
適
格

性
を
審
査
し
て
直
ち
に
懲
戒
免
職
せ
ら
れ
る
よ
う
検
察
官
適
格
審
査
会
に
申
立
を
な
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 
検
察
官
は
、
国
家
権
力
の
最
も
強
い
権
限
を
発
動
で
き
る
国
家
行
政
機
構
上
の
重
要
な
る
職
務
で
あ
る
。
そ
れ 

最
高
検
察
庁
検
事
河
井
信
太
郎
に
対
す
る
検
察
官
適
格
審
査
会
の
審
査
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

し
か
る
に
、
同
審
査
会
は
な
ん
ら
な
す
こ
と
な
く
八
箇
月
余
も
放
置
し
て
き
た
こ
と
は
、
断
じ
て
許
さ
る
べ
き

で
な
い
。 

ゆ
え
に
、
検
察
庁
法
に
よ
り
身
分
の
保
障
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
国
家
権
力
を
背
景
に
、
公
益
の
代
表
と

し
て
検
察
権
を
発
動
す
る
官
職
だ
け
に
、「
検
察
官
と
し
て
不
適
格
で
あ
る
」
と
の
申
立
が
な
さ
れ
た
際
は
、
す
み

や
か
に
同
適
格
審
査
会
を
開
い
て
審
査
を
と
げ
、
直
ち
に
不
適
者
を
排
除
し
、
さ
ら
に
そ
の
結
果
を
国
民
の
前
に

明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
、
法
治
国
家
と
し
て
当
然
な
す
べ
き
責
務
で
あ
る
。 

一 

検
察
官
適
格
審
査
会
令
に
よ
れ
ば
同
会
は
内
閣
の
所
管
に
属
し
、
監
督
者
は
内
閣
総
理
大
臣
で
あ
る
。 

よ
つ
て
、 

二 

国
家
及
び
国
民
に
と
つ
て
検
察
官
の
非
行
を
指
摘
し
、
そ
の
処
分
を
求
め
得
る
唯
一
の
機
関
は
、
検
察
官
適 

総
理
は
、
本
件
申
立
に
対
し
い
か
な
る
報
告
を
う
け
ら
れ
た
か
、
さ
ら
に
審
査
に
も
付
さ
れ
な
い
ま
ま
放
任

し
て
き
た
理
由
に
つ
い
て
、
明
確
に
御
回
答
を
要
請
す
る
。 

四 

 



 

三 

法
務
大
臣
は
、
本
件
申
立
等
、
河
井
検
事
に
関
す
る
問
題
は
熟
知
し
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
本
職
は
本
件
申

立
を
な
す
に
際
し
、
特
に
会
見
を
求
め
、
す
み
や
か
な
る
適
格
審
査
と
実
態
の
調
査
を
あ
わ
せ
申
し
入
れ
た 

 

が
、
こ
れ
に
対
し
、
い
か
な
る
措
置
を
な
さ
れ
た
か
、
ま
た
本
件
の
最
高
責
任
者
で
あ
る
総
理
大
臣
に
報
告
を

し
、
ま
た
指
揮
を
受
け
た
有
無
等
に
関
し
、
経
過
並
び
に
そ
の
結
果
に
つ
い
て
報
告
を
詳
細
に
回
答
せ
ら
れ
た

い
。 

  

格
審
査
会
で
あ
る
。
従
つ
て
、
同
審
査
会
の
職
責
は
き
わ
め
て
重
大
で
あ
る
こ
と
を
あ
え
て
付
言
し
て
お
く
。 

総
理
は
、
本
件
の
ご
と
き
申
立
が
な
さ
れ
た
際
、
ど
の
よ
う
な
指
示
を
す
る
所
存
か
、
明
確
な
る
回
答
を
な

さ
れ
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 

五 

 



 

四
、
月
刊
「
二
十
世
紀
」
昭
和
四
十
三
年
十
一
月
号 

 
 

 
 

 
 

一
部 

三
、
月
刊
「
二
十
世
紀
」
昭
和
四
十
四
年
一
月
号 

 
 

 
 

 
 

 

一
部 

（
別
紙
） 

一
、
検
察
官
適
格
審
査
申
立
書 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
通 

二
、
月
刊
「
現
代
」
昭
和
四
十
三
年
十
一
月
号 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
部 

◇
本
員
が
、
河
井
検
事
を
名
誉
毀
損
の
罪
あ
り
と
東
京
地
検
に
、
告
訴
、
並
び
に
東
京
地
裁
に
謝
罪
広
告
及
び

損
害
賠
償
請
求
の
訴
訟
を
提
起
し
た
理
由
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。 

◇
河
井
検
事
が
本
員
の
名
誉
を
著
る
し
く
傷
つ
け
る
論
文
を
掲
載
し
た
も
の
で
あ
る
。 

◇
河
井
信
太
郎
最
高
検
察
庁
検
事
を
、
検
察
官
の
職
務
を
執
る
に
不
適
格
で
あ
る
非
行
事
実
を
三
項
目
十
一
の

実
例
を
指
摘
し
た
適
格
審
査
申
立
書 

証 

拠 

書 

類 

目 

録 

七 

 



 

五
、
日
本
文
華
社
刊
「
黒
幕
政
商
た
ち
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
部 

六
、
月
刊
「
軍
事
研
究
」
昭
和
四
十
三
年
十
二
月
号 

 
 

 
 

 
 

一
部 

八
、
楢
崎
敏
雄
の
陳
述
書
（
写
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
通 

七
、
宮
島
鎮
治
の
上
告
趣
意
書
（
写
） 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
通 

◇
右
の
者
は
元
総
武
開
発
株
式
会
社
代
表
取
締
役
で
、
東
京
都
議
に
贈
賄
し
た
疑
い
で
東
京
地
検
に
逮
捕
さ
れ

た
者
で
あ
る
が
、
河
井
検
事
と
前
記
会
社
の
実
力
者
平
和
相
互
銀
行
頭
取
小
宮
山
英
蔵
と
の
交
友
が
事
件
指

揮
に
際
し
て
多
大
な
疑
惑
が
あ
る
旨
陳
述
し
署
名
捺
印
し
た
も
の
で
あ
る
。 

◇
造
船
疑
獄
事
件
に
連
座
し
た
宮
島
が
、
担
当
の
小
松
検
事
に
供
述
し
た
献
金
を
受
け
た
政
治
家
の
氏
名
（
吉

田
茂
等
）
を
、
同
人
の
目
前
で
、
河
井
検
事
に
よ
つ
て
抹
消
さ
れ
た
事
実
を
記
載
し
て
あ
る
も
の
。 

◇
右
四
、
五
、
六
は
い
ず
れ
も
元
読
売
新
聞
記
者
三
田
和
夫
に
よ
つ
て
、
昭
和
三
十
二
年
十
月
十
八
日
付
の
読

売
新
聞
の
大
誤
報
は
、
河
井
検
事
の
発
言
か
ら
だ
と
い
う
論
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。 

八 

 



 

九
、
申
立
人
の
法
務
大
臣
宛
公
開
質
問
状
（
写
） 

 
 

 
 

 
 

 

一
通 

一
二
、
田
中
彰
治
の
陳
述
書
（
写
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
通 

一
一
、
「
週
刊
新
潮
」
昭
和
四
十
一
年
十
月
二
十
二
日
号 

 
 

 
 

 

一
通 

一
〇
、
宮
島
鎮
治
の
国
会
議
員
宛
の
陳
情
書 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
通 

◇
同
人
が
拘
禁
さ
れ
て
い
た
間
、
高
橋
英
吉
弁
護
士
を
通
じ
、
河
井
検
事
が
、
弁
護
士
を
推
せ
ん
し
て
き
た
事 

◇
河
井
検
事
が
、
国
際
興
業
小
佐
野
賢
治
に
二
女
の
就
職
を
依
頼
し
、
同
社
に
就
職
せ
し
め
た
事
実
を
掲
載
し

て
い
る
も
の
で
あ
る
。 

◇
前
記
、
宮
島
が
、
昭
和
四
十
三
年
十
月
五
日
付
に
て
、
衆
参
両
院
法
務
委
員
長
宛
に
、
河
井
検
事
に
弁
護
士

を
あ
つ
せ
ん
さ
れ
た
旨
訴
え
て
い
る
文
書 

◇
本
員
が
、
昭
和
四
十
三
年
七
月
一
日
付
で
法
務
大
臣
宛
に
検
察
首
脳
部
の
一
員
が
、
被
疑
者
に
弁
護
士
を 

 

あ
つ
せ
ん
し
た
事
実
が
あ
る
と
指
摘
し
公
開
で
回
答
を
求
め
た
文
書 

九 

 



 

 

一
〇 

実
を
陳
述
し
、
署
名
捺
印
し
た
も
の
。 

一
三
、
山
屋
八
万
雄
の
陳
述
書 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
通 

◇
同
人
が
平
井
義
一
氏
を
介
し
て
河
井
検
事
と
二
回
に
亘
つ
て
会
食
し
た
事
実
を
陳
述
し
署
名
捺
印
し
た
も
の

で
あ
る
。 

一
四
、
「
週
刊
新
潮
」
昭
和
四
十
三
年
十
一
月
十
六
日
号 

 
 

 
 

 

一
部 

◇
宮
島
が
造
船
疑
惑
事
件
の
服
役
を
す
ま
せ
て
出
所
し
た
直
後
、
河
井
検
事
の
招
待
で
、
二
回
に
亘
り
会
食
し

た
事
実
を
宮
島
談
話
と
し
て
掲
載
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。 

一
五
、
宮
島
鎮
治
の
陳
述
書 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
通 

◇
被
告
で
あ
つ
た
宮
島
に
河
井
検
事
が
、
自
分
の
著
書
を
買
い
取
ら
せ
た
事
実
を
陳
述
し
、
署
名
捺
印
し
た
文

書
。 




